
 
            

 
 

 

 
 

１０月から対象年齢をこれまでの就学前
までから一気に中学卒業までに拡大しま

す。入院・通院ともに中学までを対象とす
るのは県内では初めてです。 

ところが拡大部分は、一旦病院の窓口で
全額を支払い、市役所へ領収書を持ってい

き申請後、口座に医療費が振り込まれる一
時立て替え払い方式。しかも、通院１回、

入院１日につき２００円の自己負担が必要
となります。 

就学前までと拡大した部分とでは制度の
内容に差がつくことになりました。 

 
 

 
このようになった理由は千葉県との関係で

す。千葉県は１０月から①対象年齢を就学
前までに引き上げ②自己負担を２００円か

ら３００円に引き上げ③一部の対象者が排
除される所得制限付き④面倒な立て替え払
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い式としています。 
使いやすい制度とするために市はこ

れまでも県制度に上乗せして対象年齢
を拡大し一部負担金・所得制限なしと

する独自の予算を充ててきました。 
今回も拡大部分は独自の財源を確保し

ましたが立て替え払いを解消するため

 
千葉県に現物給付、所得制限の撤廃など
を要請する共産党市議団（08年 6月） 
 

には千葉県国保連
合会の事務体制の

整備不可欠です。 
しかし、県は電子

システム整備に財
政的な負担がとも

なうという理由で
市に対する援助を

拒否しました。 
 日本共産党は、千

葉県議団とも連携
し、使いやすい制度

にするため千葉県
に改善を働きかけ

ていきます。  

子ども医療費助成制度が 10月から中
学 3年生までに拡大します。 

日本共産党は選挙公約にかかげ、要
求署名活動とともに議会でも取り上

げ、実施を求めてきました。 



高
齢
者
が
賃
貸
住
宅
を
借
り
る
場
合
、
高
齢
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
自
立
し
て
生
活
が
で
き
る

方
で
も
入
居
を
断
ら
れ
る
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
市
営
住
宅
の
役

割
は
重
要
で
す
。
し
か
し
、
浦
安
市
の
市
営
住
宅

は
近
隣
と
比
べ
て
少
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
長

は
、
市
営
住
宅
を
今
後
作
ら
な
い
こ
と
を
表
明
し

て
い
ま
す
。 

私
は
高
齢
者
が
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
や
す
く
す

る
た
め
の
市
と
し
て
の
仕
組
み
作
り
を
求
め
ま
し

た
。 健

康
福
祉
部
長
は
、「
高
齢
者
の
方
々
が
民
間
賃

貸
住
宅
に
入
居
す
る
際
に
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
方
で
も
、
高
齢
者
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
不
安
を
抱
か
れ
、
入
居
を
拒
否
さ

れ
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
問

題
が
あ
る
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
事
例
が

あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。 

対
策
と
し
て
、「
新
た
に
実
施
計
画
事
業
と
し
て

平
成
２１
年
度
に
高
齢
者
が
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
の 

 
 
 
 

際
に
保
証
人
確
保
等
の
支
援
策

を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
そ
の

検
討
を
進
め
て
い
る
」「
こ
の
事

業
の
一
環
と
し
て
不
動
産
業
者

等
と
連
携
し
た
住
宅
の
紹
介
な

ど
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
計
画
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

 

「
地
域
限
定
で
は
限
界
が
あ
る
、
全

市
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
市
が
支
援
し
て
作
っ
て
ほ
し
い
」・
・
・ 

介
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
て
い

る
方
か
ら
の
現
場
の
切
実
な
声
で
す
。 

 

浦
安
市
も
１７
年
後
の
２
０
２
５
年
に

は
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
３
万
２
千

人
と
な
り
、
人
口
の
２
０
％
を
占
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
見
守
り
の

力
を
は
ぐ
く
む
公
的
支
援
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

健
康
福
祉
部
長
は
、「
今
年
度
実
施
予

定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
事
業
と
あ
わ

せ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
検
討
し
て
い

き
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続

し
て
い
く
た
め
の
支
援
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
の
開
催
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
を

図
り
、
活
動
の
相
談
や
援
助
体
制
を
強

化
」
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

＜この他の私の質問項目＞順次「市議会報告」でお知らせします。 

●高齢者支援（成年後見制度の充実）●市庁舎建設の抜本的見直
し●少子化対策（第３子以降の保育料の無料化、周産期医療の充

実）●住宅対策（マンション管理組合支援、公営住宅などの充実） 

 

高
齢
者
に
は
被
爆
者
や
障
害
者
と
と
も
に
保
険

証
は
無
条
件
で
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
は
保
険
料
滞
納
者
に
保
険
証

を
渡
さ
ず
、
全
額
負
担
と
す
る
「
資
格
証
明
書
」

に
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
「
資
格
証
で
は
１
０
割
負
担
に
な
る
た
め

受
診
を
自
ら
制
限
し
、
病
気
の
重
症
化
や
孤
独
死

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
対
象
者
は
超
低
所
得
者

で
あ
り
、
保
険
証
取
り
上
げ
は
行
政
が
社
会
的
弱

者
を
見
捨
て
る
政
治
に
他
な
ら
な
い
。
」と
主
張
し
、

発
行
し
な
い
で
す
む
手
立
て
の
検
討
を
要
求
し
ま

し
た
。 

市
民
経
済
部
長
は
「
最
終
的
な
判
断
は
保
険
者

の
広
域
連
合
が
お
こ
な
う
も
の
、
広
域
連
合
の
幹

事
会
、
協
議
会
を
通
じ
て
求
め
て
ま
い
り
た
い
。
」

な
ど
と
答
え
、
市
の
主
体
的
な
判
断
を
避
け
ま
し

た
。
私
は
再
度
「
市
か
ら
悪
質
滞
納
者
が
こ
こ
に

い
る
と
報
告
を
受
け
て
初
め
て
広
域
連
合
は
動
く
、

分
納
相
談
な
ど
が
徹
底
さ
れ
れ
ば
一
人
の
資
格
証

も
出
な
い
は
ず
、
市
の
姿
勢
が
重
要
」
と
く
り
か

え
し
発
行
し
な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 
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子
《議案》 後期高齢者医療制度導入に伴なう浦安市国
民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

● ● ● ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
１６対４
（可決）

《議案》 浦安市乳幼児医療費の助成の対象者を中学
生(15歳）まで１０月１日から拡大することに関する条
例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
満場一致
(可決）

《陳情》 浦安市内建設業者への発注機会拡大に関す
る陳情

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
１９対１
(可決）

《発議・提出者：小泉芳雄議員》 浦安市川市民病院の
民設民営化移行に関する意見書

● ● ● ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
１６対４
（可決）

《発議・日本共産党提出》 後期高齢者医療制度の中
止・撤回を求める意見書

○ ○ ○ ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○
６対１４
(否決）

《発議・日本共産党提出》 地上デジタル放送の受信
支援対策の推進を求める意見書

○ ○ ○ ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
４対１６
（否決）

《発議・日本共産党提出》 派遣労働者の雇用の改善
を求める意見書

○ ○ ○ ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
４対１６
（否決）

明日
のうら
やす 採決結

果
賛成：○
反対：●

日本共産党 公明党 政風会 きらり・青山会



 

 

市
民
病
院
を
引
き
継
ぐ
民
間
法

人
の
募
集
条
件
の
主
な
点
は
以
下

の
通
り
で
す
。
市
民
と
日
本
共
産

党
が
公
的
医
療
の
確
保
な
ど
を
一

貫
し
て
主
張
し
て
き
た
も
の
が
反

映
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

●
新
病
院
で
は
①
高
齢
化
に
対
応

し
た
医
療
②
救
急
医
療
③
小
児
医

療
④
周
産
期
医
療
を
重
点
と
し
、

そ
の
充
実
に
と
り
く
む
こ
と 

●
両
市
が
行
う
保
健
・
医
療
・
福

祉
施
策
に
協
力
す
る
こ
と 

●
市
民
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
を

原
則
と
し
て
雇
用
す
る 
 
と
こ
ろ
が
６
月
議
会
の
日
本
共

産
党
の
質
問
で
、
募
集
条
件
の
「
高

齢
化
対
応
医
療
と
周
産
期
医
療
の

充
実
」
の
担
保
が
危
う
い
状
況
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
！ 

    

募
集
条
件
の
重
点
医
療
の
最
初 

に
「
高
齢
化
に
対
応
し
た
医
療
」 

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ 

が
６
月
議
会
で
の
日
本
共
産
党
の 

質
問
で
、
高
齢
者
の
医
療
に
欠
か 

す
こ
と
の
で
き
な
い
慢
性
期
用
の 

「
療
養
病
床
」
を
新
病
院
で
は
設

置
し
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と
が
判 

明
し
ま
し
た
。 

 

政
府
の
療
養
病
床
削
減
計
画
に

従
い
、
千
葉
県
は
１
万
１
２
７
床

（
０７
年
４
月
１
日
現
在
）を
１２
年

度
に
７
２
０
６
床
へ
削
減
す
る
計

画
で
す
。
０７
年
４
月
現
在
で
の
６５

歳
以
上
人
口
千
人
当
り
で
９
・
０

床
と
全
国
平
均
の
１
３
・
８
床
を

下
回
り
４７
都
道
府
県
中
第
４１
位

と
い
う
低
さ
！
浦
安
市
が
属
す
る

東
葛
南
部
医
療
圏
は
さ
ら
に
８
・

３
床
と
県
平
均
よ
り
も
少
な
い
の

で
す
。
新
病
院
で
の
設
置
を
求
め

た
の
に
対
し
、「
療
養
病
床
と
い
う

も
の
の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
」

と
の
当
局
答
弁
は
、
地
域
医
療
を 

確
保
し
、
住
民
の 

命
と
健
康
を
守
り 

抜
く
姿
勢
が
全
く 

欠
如
し
て
い
ま
す
。 

   

妊
娠
満
２２
週
か
ら
生
後
１
週
未
満

ま
で
の
母
子
共
に
異
常
を
生
じ
や
す
い

周
産
期
に
は
、
突
発
的
な
緊
急
事
態
に

備
え
て
産
科
・
小
児
科
双
方
か
ら
の
一

貫
し
た
総
合
的
な
医
療
体
制
が
不
可
欠

で
す
。
「
周
産
期
医
療
確
保
の
し
っ

か
り
し
た
基
準
を
後
継
法
人
に
求

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
質
し

た
の
に
対
し
、「
病
院
の
い
ろ
ん
な

機
能
を
す
み
分
け
て
い
か
な
い
と

経
営
が
な
り
た
た
な
い
。
他
の
医

療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
担
っ
て

い
た
だ
く
」
と
伊
藤
敏
一
理
事
は

答
弁
。
７
月
２８
日
に
開
か
れ
た
病

院
議
会
で
も
「
具
体
的
な
内
容
は

後
継
法
人
と
の
協
議
に
よ
る
」
と

し
て
、
当
局
と
し
て
の
基
準
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

《
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
！
》 

 

応
募
書
類
を
取
り
に
き
た
１６
事

業
者
の
う
ち
、
医
療
法
人
社
団
「
木

下
（
き
お
ろ
し
）
会
」（
徳
洲
会
系

列
グ
ル
ー
プ
）
と
「
社
団
法
人
地

域
医
療
振
興
協
会
」
の
２
法
人
の

み
が
現
在
選
定
委
員
会
の
第
二
次

選
考
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

非
公
開
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る

選
定
課
程
を
徹
底
し
て
ガ
ラ
ス
張

り
に
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

新病院 
民営化スケジュール 

 
２００８年９月末（予定） 

  後継法人候補者決定 
      

２００９年４月１日（予定） 
  後継法人への委譲日 

      
２０１３年４月（予定） 

  新病院の診療開始 

 

「民営化し良質な医療を安定的に継続できるよう、現在の場所で存続させます」･･･

広報や議会などで繰り返されてきた当局の説明です。建替え費用など約１４０億円を

両市で負担し、敷地も全て無償で後継法人に提供するなど巨額の税金投入をするの

ですから、公的医療を充実し、高い差額ベッド料などを徴収しない、安心できる病院と

することが浦安・市川両市の責任です。ところが６月議会で明らかになったのは・・・ 


